
説

教

記

録
「

お

経

様」

と

そ

の

こ

と

ば

||
近
世
尾
張
方
言
の
一
資
料
を
め
ぐ
っ
て

||

説教記録「お 経 様」 と その と と ば

近
世
語
に
お
け
る
尾
張
方
言の
研
究
は、
概し
て、
と
れ
か
ら
な
さ
れ
る
段

階
で
あ
る。
資
料の
発
掘
と
評
価 、
と
れ
に
基づ
く
言
語
要
素の
記述
な
ど 、

基
礎
的
な面
の
解
明が
当面
の
課
題
で
あ
ろ
う。
ま
た、
乙
れ
に
際し
て、
一

地
方
言
語
||そ
れ
もい
わ
ゆ
る
東
西
言
語
に
は
さ
ま
れ
た
1!
と
し
て
の
尾

張
方
言
と
い
う、
と
れ
ま
で
の
文
献
に
よ
る
研
究
に
あ
ま
り
例
の
ない
特
性を

考
慮
しつ
つ
進
め
る
必
要が
あ
る。

と
ζ
で
は、
最
近 、
村
上
重
良
氏 、
中 出
惇
氏
な
ど
に
よっ
て
発
揚
さ
れ

た、
如
来
教
お
よ
び
そ
の
分
派一
尊
教
団の
説
教
記
録
「
お
経
様」
を、
近
世

後
期
尾
張
方
言の
資
料と
し
て
報
告し 、
資
料
的
な
定
位
と
そこ eに
現わ
れ
る

と
と
ば
に
つ
い
て、
若
干の
考
察を
し
て
み
た
い 。

名
古
屋
に
本
部
を
置
く
「
如
来
教」
に
つ
い
て
は、
村
上
氏に
よっ
て、
享

きの

和二
年 、
尾
張
国
熱
田
の一
婦
人
「
喜
之」
に
よっ
て
剖創
始
さ
れ
たζ
の
新
興

宗
教の
特
色
と、
そ
れ
が
興る
歴
史
的
背
景が
紹
介さ
れ
た。
合わ
せ
て、
喜

彦

坂

t全�
主主

イ圭

之
が
文
化・
文
政
期に
信
者
に
説い
た
説
教が 、
複
数の
筆
録
集
団に
よっ
て

彪
大
な
記
録に
ま
と
め
ら
れ
て
い
く
経
緯が
述べ
ら
れ
て
い
る。
そ
し
て、
金

沢
に
本
部
を
霞
く一
尊
教
団
(
明
治
期に
如
来
教
か
ら
分
派)
所
蔵の
説
教
記

録
(二
九五
筒)
を
紹
介
さ
れ 、
一
部
は
『
お
経
様民衆宗教の聖典・
如来教』

注1

(
東
洋
文
庫
抑)
と
し
て
翻
刻さ
れ
た。

ζ
の
解
説
お
よ
び
同
教
団の 寄
正
光
氏の
お
話
に
よ
る
と、
と
の
記
録
は、

主
と
し
て、
かつ
て
如
来
教の
末
庵
東
光
庵
(
東
京)
に
居た、
後の一
尊
教

団の
創
始
者
清
宮
秋
史
氏に
よっ
て、
大正
年間
前
後に
書
写
さ
れ
た
もの
と

い
う 。
実
際 、
奥
書
き
にと
れ
が
明
示さ
れ
て
い
る
もの
が多
い 。
写
真
版
お

よ
び
写
本の一
部
を
拝
見し
た
とと
ろ、
各
篇一
冊に 、
一面
六
行
書
き
で、

初め
に
年
代
を
記
し
た
説
教 、
続い
て多
く
は信
者の
願
事
に
対
す
る
返
答

二・
三
(
欠く
場
合も
あ
り)
が
あ
り 、
各
官
頭
に
はそ
の
経
緯
を
説
明
す
る

前
書
を
備
え、
整っ
た
体
裁を
もっ 。

乙
れ
ら
は、
恐
ら
4
東
光
庵
所
蔵の
写
本を
親
本と
す
る
と
恩
わ
れ
る
が 、

中に
は
如
来
教の
本
拠
地
「
尾
張国
熱
田
旗
屋
御
本
元」
の
印
を
付
す
もの
が

散
見さ
れ 、
ま
た
例
え
ば 、
文
化二
年
十一
月
八
日
の
説
教に
は
明
治
十三
年

御
本
元に
お
い
て
書
写
し
た
意
味の
前
書
を
もつ
な
ど 、
御
木
元の
もの
を
直
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接
書
写
し
た
篇
が
い
く
ら
か
混
じ
る
と
思
わ
れ
る 。
な
お、
現
在
如
来
教
で

は、
全て
の
記
録
を非
公
開
とし
て
い
る 。

一
方 、
中 出
惇
氏
は、
名
古
屋
在
住の
刑
部
家
旧
蔵の
説
教
記
録
四
篇二
冊

な4
2

を
紹
介
さ
れ 、
さ
ら
に
最
近 、
同
系の
五
回
篇一
七
冊
を
発
掘し、
目
下そ
の

資
料
性につ
い
て
調
査
中
で
あ
る 。
同
氏に
よ
れ
ば 、
と
れ
は一
尊
教
団の
も

の
の
約二
割
分 、
一
篇
を
除
き
説
教の
日
付
は一
致
し、
全
て
説
教の
行
な
わ

れ
た
時に
遠
か
ら
ぬ
内に 、
恐
ら
く
如
来
教に
近い一
人
物の
手で
書
写
さ
れ

た
もの
で
あ
るこ
と
を
示
唆
さ
れ
た。
乙
れ
ら
は、
い
わ
ゆ
る
定
本
的
な
もの

で
は
ない
が、
ど
の
段
階に
当
る
もの
か
な
ど
は
不
明で
あ
る 。

木
稿
は、
ひ
と
ま
ず
文
化
初
期の
部
分に
つ
い
て、
一
尊
教
団の
もの
を
中

心に
考
察
し
て
み
よ
う。
「
お
経
様」
の
四
半
世
紀に
及
ぶ
全
体
を
対
象
に
す

る乙
と
は、
量
的に
も
年
代
差
か
ら
も
適
当
で
な
い 。
幸い 、
乙
の
部
分
は
村

上
氏
に
よ
る
厳密
な
翻
刻
も
な
さ
れて
い
る 。

た
だ、
研
究の
潔
癖
を
期
す
る
な
ら
刑
部
家
写
本に
依るべ
き
だ
が、
と
れ

は
文
化
初
期の
もの
が
比
較
的
少
ない
乙
と、
現
在
中 出
氏の
基
礎
的
研
究
が

進
行
中
で
あ
ると
と、
さ
ら
に
は、
一
尊
教
団の
もの
もか
な
り
注
意
深
く
書

写
さ
れ
た
可
能
性が
高
く、
以
下の
考
察に
関し
て
は
殆
ど
刑
部
家の
もの
に

劣
ら
ない
と
考
え
ら
れ
ると
と
か
ら、
そ
の
必
要
は
必
ず
し
も
ない
と
思
う。

ち
な
み
に 、
一
尊
教
団の
写
本の
信
頼
性
は、
お
お
よ
そ
次の
点
に
よっ
て
保

証さ
れ
よ
う。

中 出
氏
が
初
めに
紹
介
さ
れ
た
四
篇二
冊
(
文
化一
五
年二
月二
九日
永
田

宅 、

文
政
二
年
二
月
二
七
日
御
本
元
・

同
年
三
月
一

九
日
永
田
宅
・

同
年
四
月

一一一
日
稲
垣
舎)
を一
尊
教
団の
写
本の
対
応個
所
と
比
較
し
た
と乙
ろ 、
各

篇
末の
信
者へ
の
返
答
部
分に多
少の
出

入 、
掲
載
順の
異
な
り
が
あ
る
外
は

一
致し、
微
細に
対
校し
て
み
て
も、

(1)
語
句の
対
応
状
況
は
き
わ
め
て
よ
く、
わ
ず
か
に 、
刑
部
家
写
本

に
あ
る一
句
(一
三
字
分)
が一
尊の
もの
に
見当
ら
ない
ζ
と
を
除
く

と、
く
り
返し
符
号・
接
続
詞・
感
動詞・
助
詞
な
ど
各一
・
二
程
度が

い
ず
れ
か
に
欠
け
る
に
すぎ
ない 。

(2)
対
応
部
分の
異
同
もわ
ず
か
に
認
め
ら
れ
る
が、
表
記
法
(
漢
字

|
平
仮
名 、
当
字
1仮
名
書)
と
仮
名
遣
の
差
異
を
除
く
と、
例
え
ば 、

打
消の
助
動
詞
「ぬ
1ん」
助
詞
「
と
ーに」 、
振
仮
名
部
分
で
「よ
く

lょ
う(
能)」
「
おっ
せ
る
|
おっ
し
ゃ
る
(仰
ご
な
ど 、
都
合
数
例
を

認
め
る
に
すぎ
ない 。

(3)
さ
ら
に 、
新た
に
発
見の
刑
部
家五
四
篇の
内 、
ζ
乙
で
扱
う
部

分に
対
応
す
る
七
篇一
冊
分を一
尊の
もの
と
対
照して
み
て
も、
右の

傾
向
は
ゆ
ら
ぐと
と
が
ない 。
各
所に
書
き
損
じ
の
訂
正
も
散
見さ
れ
る

が、
一
尊
教
団の
もの
はζ
れ
と
も
全
て一
致
す
る
の
で
あ
る 。

村
上
氏に
よ
れ
ば 、
「
お
経
様」
の
書
写
はみ
だ
りに
許さ
れ
ず、
忠
実に
行

な
わ
れ
た
とい
う。
右の
事
実
と
考
え
合
わ
せ
る
と
き、
そ
の
信
頼
度
は
か
な

り
高い
と
い
え
る
の
で
あ
る 。

た
だ、
両
者
は
漢
字に
対
する
振
仮
名の
個
所
に多
少
異
な
り
が
あると
と

が
懸
念
さ
れ
る 。
乙
れ
は、
以
下に
扱
う
音
便の
問
題に
微
妙に
影
響
し
よ

う。
書
写
時
期の
遅い一
尊
教
団の
もの
に 、
後
代の
窓
意
的
な
振
仮
名が
混

入し
た
恐
れ 、
な
し
とし
ない
の
で
あ
る 。
し
かし、
対
校に
用い
た
刑
部
本

三
冊
分に
つ
い
て
み
る
と、
全
体
的に
は、
乙
の
くい
ち
がい
は
殆
ど
大
勢
に

影
響
を
与
え
ない 。
乙
の
記
録
は、
度々
信
者の
前
で
声
を 出
し
て
読
ま
れ
た

もの
で
あ
る 。
全
体に
よ
く
振
仮
名が
施さ
れ 、
と
と
に
よ
く
濁
点
も
伴な
う
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と
と
は、
一
字一
勾
を
正
確に
再
現
す
る
手
懸
り
を
留
め
て
お
く
配
慮が
はた

ら
い
て
い
た
の
で
あ
ろ
う。
乙
の
点
で、
ひ
と
ま
ず一
尊
教
団の
もの
に
も、

多
く
は
当
時の
振
仮
名が
そ
の
ま
ま
受
け
継が
れ
た
もの
と
推
測
さ
れ
る。

四

説教記録「お 経 様」 と そ の と と ば

『
お
経
様』
(
東
洋
文
庫)
に
は 、
一
尊
教
団の
初
期の
写
本 、
文
化
元
年
か

ら
九
年
ま
で
の
四
六
筋
と
主
題
別二
四
篇
を
収
め
る。
ζ
の
内 、
主
題
別
の
も

の
は、
村
上
氏
も
述べ
る
よ
うに
文
語
調
も
まさ
り、
年
代
も
不
明
な
の
で、

乙
乙
で
は
編
年
の
もの
を
対
象に
し
よ
う。
な
お、
ζ
れ
は
公
開
さ
れた
写
本

分
(
二
二
八
籍 、

ζ
れ
は
四
O
O
字
づ
め
原
稿
用
紙
に
し
て

、

約
二
八
O
O
枚

分
と
い
う)
の
約
六
分の一
に
相
当
す
る。
翻
刻に
は
注
意
深い
配
慮が
な
さ

れ 、
当面
の
問
題に
不
都
合
な
点
は
な
い。

「
お
経
様」
の
説
教
は、
例
え
ば
次
の
よ
うな
もの
で
お 。

(
a)
あの、
何
や
ら
問た
い
事
が
あ
る
と
て
呼
出さ
れ
た
さ・つ
な
が
な

ふ 。
(b)
先己
が
話
て聞
せ
ふ
が、
お
主
連
は
大
き
に
わ
る
い
ぞ
や 。

そうたい

よわた

惣
株
人間
と
い
ふ
もの
は、
此
世
渡
り
と
い
ふ
を
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
ぞ
や 。

ただ
夫に
唯
お
主
達
は、
「
あ
れ
が
斯
で
や」
の、
「
是
が
斯
で
や」
の
と、
そ

ある

にうめつ

乙
所
で
や
有
まい
が
や 。
お
釈
迦
様の
御 -入
滅の
其
時
に、
「
此
度の
此

利
益 、
諸
人に
か
た
り聞
せ
て
く
れ
?っ」
と

丸務伺し
故に、
此
度比

かた

方が
お
主
連に
語
り
関
す
る
事で
ご
ざ
る。・::・(C)
お
釈
迦
様
は、

ありきま
しだい
忽がめ

あいヲら

日
々
此
裟
婆の
有
様の
次
第
を
お
詠
な
さ
れて、
(
d)
「
彼
奴
等
め
が
あ

乙んぜう

，、れ

れ語れ
ろ
uvoゅ

なつ

の
根
性 、
た
ぽ
ねて
は
ど
ふ
し
て
呉
うな
あ 。
ど
ふ
ぞ
己が
身
代
りに
成

て、
金
毘
羅 、
乙
な
た
が
此
裟
婆に
を
らっ
せ
る
に、
乙
な
た
頼
ぞへ 。

お
ほ
ぜ

お
主，
i
と」
仰
ら
れて、
お
釈
迦
様
は
此
方の
?つな
もの
を
郡山岳民て

お
頼
被
成
る
ぞ
や
う。
(五
三)

喜
之
の
口
か
ら
発
せ
ら
れ
る
の
は、
衆
生
救
済の
た
め
に
如
来
が
遣
わ
し
た

金
毘
羅
の
言
葉で
あ
り、
乙
れ
が
語
りの
主
体
者
で、
喜
之
は、
あ
く
まで

「(乙
の)
女・
喜
之」
と
対
象
化さ
れて
盛
場
す
る。
と
の
時 、
喜
之
は
自
身

の
声
色
と
は
異
な
る
調
子で
語っ
た
と、
説
教に
はみ
え
る。

さ
て、
通
常 、
各
篇の
説
教
は、
右の
(
a)
の
よ
うな
導
入
部が
あ
り、

続い
て
具
体
的
な
説
教
内
容が
会話
引
用
を
まじ
え
て
行
な
わ
れ、
終
りに
は

「
是で
引
取
る
程に」
「
と
言て
や
ら
し
ゃ
れ」
な
ど
の
し
め
く
く
り
部
分
で

終
わ
る。
乙
の
中に
は
各
種
の
話
法
が
み
ら
れ、
例
え
ば
(b)
の
よ
うに
教

化の
姿
勢
が
強
く、
し
ば
し
ば
文語
調
や
威
圧
的
な
調
子の
部
分 、
(d)
の

よ
うに、
説
教
中の
登
場
人
物の
直
接
会話
で、
主
と
し
て
か
な
り
く
だ
けた

日
常
会
話
を
窺
え
る
部
分 、
そ
し
てと
うし
た
もの
を
(C)
の
よ
うな
地の

文
的
な
説
明が
つ
な
い
で
い

く。
と
の
よ
うに、
各
種の
文

体
や
言語
要
素を
駆
使
し
た
説

教
体
を
な
し
て
い
る
の
で
あ

る。
また、
と
の
い
ず
れに
も、

し
ば
し
ば
文
末
詞が
伴な
い、

全
体
と
し
て
聴
問
者へ
語
り
か

け
る
姿
勢に
と
む 、
き
わ
め
て

臨
場
感に
あふ
れた
話
し
ぶ
り

を
と
ど
め
て
い
る。

と乙
ろ
で 、
重
要
な
乙
と

は、
乙
れが
例
え
ば
虚
構の
文

学
作
品
や
知
識
人に
よ
る
書
記

行
為の
所
産
で
は
な
く、
基
本

図1

よぞi 音 便 形

ラ行四段 I(Q)促音便
形容詞連用 10ウ音便 ム
ハ行四段 10促音便 ムウ音便 |

サ行四段 10イ音便 ム
。支配的 O優勢 ム劣勢
動詞は「てJ rたJ IC続く形の場合， 形容詞は他IC用言11:続く

場合も含めて採取した。他の表の場合も同じ。
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ζ
に
整
理
化は
認
め
ら
れ
よ
うが、
原
則
的
に
は 、
先に
引い
た
よ
うな
もの

と
質
的に
異
な
る
もの
で
あると
と
は
十
分
注
意
に
値
し
よ
う。乙
の
資
料の

分
析を
通
して、
と
の
時
期の
尾
張
に
お
け
ると
と
ば
の
諸
相
を
解
明
す
る
糸

口
が
得
ら
れ
る
もの
と
期待さ
れ
る
の
で
あ
る。

以
下 、
語
法の
う
ち 、
音
便
と
そ
の
他一
般
的な
もの
の
い
くつ
か
に
つ
い

て、
「
お
経
様」
に
お
け

る
実
態
を
整
理
し、
と
れ

を
他の
資
料と
比
較
検
討

して
そ
の
資
料
性を
明ら

か
に
し、
さ
らに 、
そ
の

こ
と
ば
を
め
ぐっ
て、
尾

張
方
言のき一ロ語
要
素
と
し

て
の
位
置
付け
をと
ζ
ろ

み
た
い
。

的に
は 、
近
世
後
期の
尾
張
に
実
在
し
た一
人
物
に
よっ
て
な
さ
れ
た
説
教

の、
か
な
り
忠
実
な
記
録で
あ
る
とい
う
点
で
あ
る
。
ζ
の
意
味
から 、
そ乙

に
現
わ
れ
ると
と
ば
は 、
ひ
と
ま
ず、
幅
広い
場面
・
文
体に
応
じ
た
当
時の

と
と
ば
を
た
し
か
に
と
ど
め
る
もの
と
み
な
す乙
と
が
で
き
る
の
で
は
な
か
ろ

う
か
。

勿
論 、
ζ
れ
と
て
も
何
段
階
かの
書
記
過
程
を
経
た
もの
で
あ
り、
そ

思
ウ 3日生二 便 158 非 音 便 46

1 a � u 1 I a I 0 I u 

無 能 無 能2 し、 し、 し、 し、
5 58 7 2 1  

う 永 早 多 き 惑安 早 多 薄ま い い し、 つ い い し、 し、 し、
し、 5 3 1 し、 4 1 3 3 2 

3 5 7 
え 若 痛
ら い い 暑寒い 1 1 し、し、

2 1 1 
嬉 可 悲 苦 切術少 ひ 宜 よ
し 愛 し し なな ?と し fミい し、し、 い し、L、し、 る し、 る11 7 5 4 3 2 2 し、 2 し、

4 1 1 
宜 久

し
お 出目余儀し かい い し たな2 1 �、 し、し、
1 1 1 

ト一一一恐 細 美
し

有
難

面
白 言 痛 細ろ か lζ わ か5 し し い し、 い く し しし、し、 1 5 1 し、 し、い3 1 1 2 1 

け 恭
な 覚束 安'L.'、

羨長 J己、
iJ'. レ 々 安ら い な し、 い しわ 1 �、 2 1 �、 2 6 し 1 1 
い

以 1 替が 揃 分 話L、 へ lと
上 7こが だ くな た て し、

い な な 1 2 �、し、
1 1 

(形容詞)表1
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五

音
便
に
つ
い
て
資
料
性

に
も
関
わっ
て、
問
題の

あ
り
そ
うな
もの
は、
ラ

行
四
段
動
詞
連
用
形に非

車目
一使
形を
も
認
め
る
と

と、
形
容
詞
連
用
形に
ウ

音
便
形と非
音
便
形、
ハ

行
四
段
動
詞
連
用
形に
促

音
便
形と
ウ
音
便
形、
サ



説教記録「お 経 様」 と そ の ζ と ば

行
四
段
動
詞
連
用
形に
イ音
便
形
と
非
音
便
形
が、
各々
認
め
ら
れ
る乙
と
の

山崎Aau宅

四
点
で
あ
る。
今 、
「
お
経
様」
の
右
の
様
相
を
ま
と
め
る
と、
図ー
の
よ
う

で
あ
る。

冷2FU

乙
れ
を、
尾
張
の
酒
落
本の
う
ち
庶
民
層
を
描
く
資
料に
よっ
て
み
る
と、

ラ
行
四
段
は
勿
論
促
音
便、
形
容
詞で
は
ウ
音
便、
ハ
行
四
段
は
促
音
便
が、

各々
通
常で
あ
り、
サ
行
四
段
はイ
音
便
が
盛ん
で
あ
る。
乙
の
点 、
「
お
経

様」
に
み
る
音
便
は、
い
ち
お
う、
尾
張
方
言を
反
映
す
る
と
考
え
ら
れ
る
酒

落
本の
様
相
と
似
通
い
な
が
ら
も、
乙
れ
に
離
反
す
る面
も
見
逃せ
な
い。
文

語
的
な
も
の
か
ら
口
語
的
な
もの
ま
で、
改
まっ
た
口
調
か
ら
く
だ
け
た
口
調

ま
で、
広い
文
体
を
用
い
た
説
教
と
し
て
の
独
特
の
語
り口
に
よ
る
も
の
で
あ

ろ
う。
以
下 、
右
の
音
便
形
がこ
う
し
た
点
と
ど
う
関
連
す
る
か
を
検
討
し
て

み
よ
う。

初め
に
ラ
行
四
段に
つ
い
て
み
る
と、
例
え
ば、

まζと

たい江い

しゃう
弁1・

もって

〈ら日

O
信
とい
ふ
は、
我
胎
内よ
り
清
浄
の一
心
の
心
を
以、
恩
ひ
暮て
と

み

Ill1

だけ
と〈"がん

ら
せ
る
の
は、
其
身に
と
り
で
は、
ど
れ
丈な
徳
分で
や
や
ら。

(六
五)

と
非
音
便
形
が
散
見さ
れ
る。
い
ず
れ
も
き
わ
め
て
わ
ず
か
で、
勢
力
は
殆
ど

問
題に
な
ら
な
い。
乙
う
し
た
形
は、
書
記
過
程
で
混
入
し
た
可
能
性
も
あ
ろ

う。
つ
い
反
省
的
形
式
が
採
用
さ
れ
る
場
合
で
あ
る。
し
か
し、
乙
れ
が
会
話

部
分に
現
わ
れ
に
くい
点 、
い
く
ら
か
は
改
まっ
た
表
現
と
し
て
意
図
的に
用

い
ら
れ
た
もの
と
考
え
ら
れ
る。

形
容
詞
速
用
形
の
音
便
は、
表ー
の
よ
うで
あ
る。
延べ
数
で
ウ
音
便
が
非

音
便
の
約
三
倍 、
異
な
り
語
数
で
は
もっ
と多
く 、
音
節
数に
か
か
わ
ら
ずと

れ
が
ほ
ぼ
あ
て
は
ま
る。
し
か
も、
非
音
便
形
の
語
の
大
部
分
は
音
便
形
と
し

て
も
現
わ
れ
て
い
る。
立国
便
化
す
る
音
節
「
ク」
の
直
前
の
母
音
別
に
み
て

も、
有
意
な
傾
向
は
見
出せ

な
い。
ウ
音
便
形が
支配
的

な
の
で
あ
る。
た
だ、
散
発

的に
現
わ
れ
る
非
音
便
形

が、
や
は
り
音
節数
の
少
な

い
もの
に
偏
り
が
ち
な
傾
向

は、
い
ち
お
う
注
意
すべ
き

だ
ろ
う。

さ
て、
尾
賢
人の
手に
な

る
ほぽ
同
時
期の
酒
落
本で

は、
お
よ
そ
表2
の
よ
う
な
傾
向で
あ
る。
甲
群
資
料
は
主
と
し
て
庶
民
層
を

みや

描
き、
乙
群
は
熱
田
(
宮)
を
中心
と
し
た
遊
里
を
描
く
もの
で
あ
る
が、
ど

れ
も
ウ
音
便
が
圧
倒
的で
あ
る。
な
お、
乙
群に
ま
じ
る
非
音
便
形
は、
殆
ど

江
戸
仕
立
の
人
物(

持
す
る)
で
あっ
て、
尾
張
方
言の
例
と
し
て
は
排
除

すべ
き
もの
な
の
で
あ
る。
方
言書
類に
も、
ウ
音
便
傾
向を
支
持
す
る
もの

は
あっ
て
も、
逆
の
場
合
は
認
め
が
た
い。
当
時の
尾
張
方
言に
あっ
て
は、

現
代
と
ほ
ぼ
同
様 、
ウ
音
便
が
強い
勢
力
を
もっ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で

あ
る。
そ
の
点 、
「
お
経
様」
に
現
わ
れ
る
非
音
便
形
は、
意
図
的な
使
用に

よ
る乙
と
が
予
想
さ
れ
る。

実
際 、
ウ
音
便
は、
地
の
部
分・
会話
部
と
もに多
い
が、
非
音
便
形
は
地

の
部
分に
偏
在
す
る。
そ
して
会話
に
現
わ
れ
る
非
音
便
形
は、
わ
ず
か二・

三
例
で
特
定
の
様
相
を
呈
し
て
い
る。

すヘ

O
「
是
金
毘
羅 、
世
も
末に
相
成
し
事
な
れ
ば、
仏
法と
古
事
制什な

じゃうぶつ

り、
諸
人
成
仏
仕
る
もの
壱
人
も
な
し。
己
は
夫が
むど
い
は
な・・

:
そ
な
た、
ど
ふ
ぞ
して
下さ
れ
ぬ
かへ」
と
斯
仰
し
ゃ
る。
(一
七)

(形容詞)
| ウ音便 | 非音便 |

(甲) 春 秋 28 I 1 I 
囲 多 10 。
傑意 55 。
女 楽 10 。

(乙)指南 38 2 
駅 客 49 1 
野図 27 1 
夢 中 47 2 

表2
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(ハ行四段)

| 促音便 | ウ音便 促 音 便 24 9 ウ 音 便 97

(甲)春秋 21 2 a I 0 I u a I 0 I u 
囲多 5 1 会 会
傷意 18 1 号ß 食 Eコ-2 つ つ つ つ つ
女楽 11 。 117 1 1 14 1 

(乙)指南 6 5 仕舞貰違主向 ，国じa、 違主使祝 '閏にA、 震 |

駅客 17 34 う
つ3 つ3 つ3 つ つ つ つ つ つ l

97 6 3 2  52 1 
野園 23 4 10 

3 
夢中 27 7 遺Z願笑 迷 違Z 仕 迷

つ1 つ1 つ1 つ う 舞 つ1 1 つ1 
3 

し 後て の
話
会 例 O 違間 合

寄 敬・ 失 間 容 疑 付
を り ー で ぬ れ 「 途合 う 添

例 厳密 」安2え程 は 我 4 う3 う3
つ1 つ1 う6 う3

2 つ1 か ご と 心 lζ帰史々
ら に ー の を 。 ら追も 以
除 は 三 御 す 早�Iね E 何 立 取
く 引 託 る 帰く

り
ば 々( 上 ' メ口>.. 扱

と 用 宣1が な い
つ1 う つ、 と な 第 ら づ 1 1 

表3(ノ、行四段)表4

非音便形2 (付添て 言て)

そ
の
例
は
殆ど
ない
と
とに
な
る
が、
い
ず
れに
し
ろ 、
会話
の
主
体
は

神・
如
来に
限
ら
れ、
文語
的
要
素と
共
起
し
て
現
わ
れ
る
の
で
あ
る。

と
れ
に
対
し、
ウ
音
便の
現
わ
れ
る
会話
に
は 、
く
だ
けた
自
在
な
話

しぶ
りの
もの
が多
く、
神の
言の
場
合
で
も口
語
調
に
と
む
。

か妙

。
如
来
様
は:・
「
己
は
な
ふ 、
ζ
な
た
の
お
蔭
で
なふ 、
けふ
は

よ倉そ也へもの

〈れ

よい
もち
そなヘ

能
供
物
を
し
て
呉
た
はへ
。

能
心
持を
供て
呉
た
で、
ま
あ 、

引剖けって
た
ま
らぬ
はへ」
(金
毘
羅)
「
引割引っご
ざ
り
升
る

11111かんろ

か」「
を
を、
もふ
う
ま
うて
甘
露を
な
め
る
や
う
な
。:::(三

四)
O(
出
家)
「い
ぬ
め
が
や
うな
奴の
側へ
は、
けが
ら
は
して、
己

そば
よる

は
能
行
ぬ」
(日
蓮)
「
を
を
さ 、
さ
うで
有
ふ
。己

が
側へ
寄

と

からだ
"がれ

と

我
体
が
裁
る
で、
ょ
う
来
まい」
「い
ぬ
め 、
其
様
に
い
っ
て
居

se

p'、，、

・BEE--t

る。
気の
毒
な
はや
い
。

早
うどζ
ぞへ
うせ
を
れ」
(二
二)

ま
た、
丁
重
な口
調
に
も
現
わ
れ、
広い
領
域
を
もつ
が、
非
音
便
は
改

ま
りの
著しい
場
合に
限
ら
れ
る
傾
向が
顕
著
な
の
で
あ
る
。

ま
た、
地の
部
分に
つ
い
て
は、
例
え
ば
両
形
と
も
例
の多
い
「
能」

の
場
合
を
と
り、
乙
れ
を
含む
文の
文
末
表
現
(「能
」の
使
わ
れ
る
条

件
匂に
応
ず
る
帰
結
句の
場
合も
あ
り)
に
着
目
し
て
み
る
と、
次の
よ
うな

差
異
を
見
出せ
る
。

非
音
便
形の
文
末
に
は、
「
嗣υ
得
道

剖剖利判」
の「
召さ
れ
や」(6
例)

を
は
じ
め 、
「
給へ
や」
(1)「申
し
伝へ
呉
ゃ
う」
(1)
「
しゃ
れ
や」
(2)

な
ど
と
改
まっ
た敬
語
の
命
令
形
が
半
数
以
上
を
し
め 、
平
常
勤
詞の
終
止
形

に
続
く
「
ぞ
や」
「
なふ」
で
終る
類
は
劣
勢で
あ
る。
一
方 、
ウ
音
便
形の

場
合
は、
と
うし
た
場
合
で
もせ
い
ぜ
い、

O
能
う聞
い
て
置
し
ゃ
れ
や
(3)

28 
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説教記録「お 経 様」 と そ の と と ば

O
あ
れ
に
能
う
言っ
て
く
れつ
さ
れ
(3)

と、
酒
落
本に
も多
く 、
日
常に
用
い
ら
れ
る
よ
うな
表
現
に
と
ど
ま
る
もの

が
四
分の
て
後
は
「
ぞ
や」
「
なふ」
の
文
末
詞の
場
合
ゃ 、

お
ぼ
し
め
す

ζ
ζ
ろ
ぎ
し

と
ζ
る

1111
し
つ

泊
る

せ
っ

と
し
ら
へ
あ
そ
ば

O
i---
思
召
お
士山
の
処
は 、
ょ
う
知
て
居 。
又
其
節
お
務
遊
し
た

‘S
AV-
-ヲ

会
ゃ
う
も
ん

ま
ち
が
つ

翁
る

お
経
と
今の
経
文
と
は 、
少々
間
違て
居 。
(一
九)

と、
終
止
形の
み
の
形
な
ど
が
半ば
以
上
を
し
め
る
の
で
あ
る。

以
上
に
よっ
て、
非
音
便
形の
場
合、
き
わ
め
て
用
法
が
狭
く 、
改
ま
り
ゃ

丁
重
さ
を
意
図し
た
使
用
意
識
が
認
め
ら
れ
るこ
と
が
分
る。
た
だ、
先
述
の

よ
うに、
音
節
数の
少
な
い
もの
に
非品目
使
形
が
現
わ
れ
やす
い
傾
向
が
あっ

た
こ
と
は 、
語
幹
保
存の
点に
関
わっ
て、
語
の
内
的
条
件
も
副
次
的に
関
与

し
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
が、
酒
落
本で
はと
うい
う
場
合
も
ウ
音
便
化
して

い
る
か
ら、
そ
れ
も
き
わ
め
て
低
い
もの
で
あ
ろ
う。
ま
た、
隣
接す
る
類
似

文
脈
に
両
形
が
現
わ
れ
る
場
合
も
あ
るζ
と
を
み
る
と、
選
板
法
と
いっ
た
こ

と
も
関
与
し
た
もの
だ
ろ
う
か。
し
か
し 、
先の
傾
向が
ゆ
ら
ぐ
もの
で
は
な

ハ
行
四
段の
場
合
は 、
表3
の
よ
うで
あ
る。
延べ
数
で
は
促
音
便
が
ウ
音

便
の
約二・
五
倍 、
乙
れ
も
ウ
音
便に
現
わ
れ
る
語
の
殆
ど
は 、
促
音
便に
も

み
え
る。
ウ
音
便
の
み
の
語
も、
用
例
の
之
し
さ
か
ら
偶
然に
偏っ
た
と
み
る

の
が
自
然
だ
ろ
う。
乙
れ
を
言
うな
ら、
む
し
ろ
逆の
場
合
の
方が多
い。
母

音
別に
み
て
も
同
様の
傾
向で
あ
る。
た
だ、
率
から
み
る
と
形
容
詞ほ
ど
の

差
は
認
め
ら
れ
ず、
や
や
接
近
し
て
い
る。
ま
た、
乙
乙
で
も、
例
が
少
数の

語
に
偏
る
た
め
明
確で
は
な
い
が、
音
節
数
が
増す
に
つ
れ
ウ
音
便
が
促
音
便

に
詰
抗
し
て
く
る
と
み
ると
と
もで
き
る。

さ
て、
酒
落
本の
様
相
は 、
表4
の
よ
うで
あ
る。
乙
れ
は 、
先の
形
容
詞

の
場
合
と
か
な
り
異
な
るζ
と
が
注
意
さ
れ
る。
甲
群の
内 、
ウ
音
便
形に
つ

い
て
〔
春
秋〕
は
わ
ざ
と
ら
し
い
場
合、
〔
僕
意〕
は
上
方
言
葉
を
使い
た
が

る
者
で
除
外さ
れ
る
が、
〔
困多〕
の
場
合、
上
町の
下
女の
例
で、

。
ゅ
う(
言
う)
て
お
く
れ
る
ば
ゃ
い
で
も
あ
る
まい

と、
特
別
な
理
由
を
見
出せ
な
い。
あ
る
い
は
上
層
町
人に
属す
る
物
言い
の

た
め
か
と思
わ
れ
る
が、
い
ち
お
う
庶
民間
で
は
促
音
便
が
通
常と
み
なせ
よ

う 。
乙
群の
数
値
が
変
動
し
やす
い
の
は 、
中に
江
戸酒
落
本の
模
倣
的
傾
向

の
もの
が
あ
り、
登
場
人
物
も
宿の
亭
主・
女
郎・
客
と
混在す
る乙
と
に
も

よ
る。
と
の
内 、
概
して
ウ
音
便
を
使
うの
は
女
郎
層
で
あ
る。
た
だ
し 、
多

く
の
場
合、
同一
人
が
両
形
を
まじ
え
用
い、
そ
の
区
別
は
明
確で
な
い。
遊

里
層に
お
け
る
実
態
は
必
ず
し
もはっ
き
り
し
ない
が、
職
業
柄 、
促
音
便の

中に
あ
る
程
度は
ウ
音
便
を
まじ
え
る
機
会が
あっ
た
もの
と
推
測
さ
れ
よ

う。
『
宮
批一言
葉の
掃
溜』
に
は 、
「
今は
宮の
地
下
人
上
方の
詞
を
き』
な
ら

ひ
でっ
かふ
中に:::」
云々
の
記
事
も
あ
り、
遊
皇
居に
は 、
敬
語
形
式に

も
庶
民
と
異
な
る
もの
が
行
な
わ
れ 、
し
か
も
上
方特有
の
形が
そζ
に
認
め

注
7

ら
れ
るζ
と
を
勘
案す
る
と、
乙
の
可
能
性は
高い。
し
か
し 、
ウ
音
便の
勢

力
自
体
は
少
な
く 、
位
相
的に
限
定
さ
れ
が
ちで
あっ
た
もの
と
推
測
さ
れ

，。 。とこ
ろ
で、
喜
之
は
殆ど
熱
田
で
成
長し
た
者
で
あ
る
が、
「
お
経
様」
の

様
相
をこ
ζ
の
遊
里
に
お
け
る
場
合
と
同一
視す
るζ
と
は
で
き
な
い。
や
は

り
形
容
詞の
場
合
と
同
様 、
促
音
便の
中に
何
ら
かの
表
現
意
図
か
ら
ウ
音
便

を
まじ
え
た
と
予
想
さ
れ
る。

そ
れ
は 、
例
え
ば
会話
部に
お
け
る
次の
よ
うな
差
異に
よっ
て
裏づ
け
ら

れ
よ
う。
例
は
少
な
い
が、
ζ
乙
に
ウ
音
便
形却 、
促
音
便
形日
ほ
ど
が
認
め

ら
れ
る。
乙
の
内 、
ウ
音
便の
場
合
は 、
神・
如
来
な
ど
の
言が
殆
ど
で
あ

れJ 、
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ふ
る

O
夫そ
うい
ふ
と
お
釈
迦
様
は、
か
た
/\
/\
/\
と
御
振い
被
成

か
あひ
やつら

ほど

で 、
「
ゃ
れ
も
/\ 、
情
な
や 。
可
愛い
奴
等
ゃ
な
あ 。
己
はこ
れ
程

ずで

みかMEり

に

判制刻
て
も 、
其
や
うに
汝々
が
方
から
己
を
見
捨
た
か。
見
限
た

tよ

忽い

か。
あ
あ 、
所
詮
叶
はぬ
か」
と
て
泣で
ご
ざ
ら
し
た
ぞ
よ 。
(一
二)

と、
重々
しい
効
果
を
窺
え
る
もの
に
傾
く。
と
れ
に
対
し
て、
促
音
便
が
使

わ
れ
る
場
合
は 、
神の
他 、
喜
之・
信
者
な
ど
人
閣
の
場
合
が多
く、
み
な、

まむし
江ん
〈つ
のん

おっ

O
(如
来)
「
妓
ゃ
う、
何
ぞ
喰
た
か。
呑
だ
か
や
う。
そ
ん
な
所
に
居

〈ヘ

盆ふぜ

て
は
喰
まい。
ど
ふ
で
や」
と
仰
ら
れ
れ
ば
(一
九)

とう

えい

い勺
beつ
なん

O
「
斯三
人
が
『
ど
ふ
で
も
能
/\』
と
言て
居て
も 、
何
に
も
お
も
し

ょっ

ゃっ

ろ
も
な
い
事
で
ゃ
に
依て、
ど
ζ
ぞへ
出
か
け
まい
か」
と一
人
の
奴

づれ

でか凶リ

め
が
司ふた。
「
お
お、
よ
か
ら
ず」
と
て、
三
人
連で
出
掛て(
四
九)

と、
く
だ
けた
口
語
調
が
著
しい
の
で
あ
る。

た
だ
し、
と
れ
が
地の
部
分
と
な
る
と、
右
の
よ
う
な
差
異
に
は
乏
し
く
な

る。
次の
よ
うに 、
類
似
の
近
接
す
る
文
脈
に
両
形
が
共
存
し
た
り
も
す
る。

しつ
おる
Ill-

O
「
た
ん
と
知て
居
ぞ
よ」
そ
うい
ふ
て
や
ら
し
ゃ
れ
や 。
「
うい
やつ

じ
ゃ」
とい
ふ
て
や
ら
し
ゃ
れ
や 。
:::
「
此
心
を
持て
願
は
れ
る
事

叫叶

は:::
か
なへ
と酒り
す
る
ぞ
や」
と
言て
や
ら
し
ゃ
れ
や 。
九ニ
パ)

各々
の
音
便の
例
につ
い
て、
構
文
的
な
分
析を
試
み
て
も
||
接
続
法・
文

末
表
現・
文
末
詞・「
と
息」
「
と雪一己
が
受
け
る
会
話
部の
吟
味
|| 、
差
異

は
見
出
し
に
くい
の
で
あ
る。
た
だ、
ウ
音
便
は
「ど
ざ
る」
と
共
起
す
る
も

の
が
や
や多
く、
促
音
便
は口
語
的
慣
用
表
現
に多
い
乙
と
か
ら 、
会
話
で
み

た
傾
向が
消
極
的
な
か
た
ちで
認
め
ら
れ
る
とい
う
印
象
は
あ
る。

と
の
よ
うに
み
る
と、
ハ
行
四
段
の
音
便
は、
促
音
便
が
基
調
と
な
り、
い

ち
お
う
改
まっ
た
文
体
に
際
し
て
ウ
音
便
が
選
ば
れ
る
傾
向が
あっ
た
と
し
て

よ
い
だ
ろ
う。
た
だ 、
右
の
様
子
か
ら
み
て、
乙
の
選
択
に
は、
形
容
詞非
主日

使
形の
場
合
ほ
ど
はっ
き
り
し
た
制
限 、
つ
ま
り、
き
わめ
て
改
ま
りで非
口

語
的
な
もの
に
限ら
れ
る、
とい
うよ
うな
もの
で
は
な
かっ
た
可
能
性が
強

い。
酒
落
本
から
みて、
位
相
的に
限ら
れ
る
が、
い
くら
か
ウ
音
便
も
使
わ

れ
た
ら
し
い
と
考
え
ら
れ
ると
と
は、
右の
推
測
を
有
利
に
す
る。
そ
して
ま

た、
と
の
場
合
も 、
各
語の
内
的
条
件
||
主
と
し
て
音
節
数
11
が、
副
次

的に
関
わっ
たと
と
も
考
え
ら
れ
る。

な
お、
促
音
便
と
ウ
音
便の
表
現
性の
差
異
が
あ
ま
り
明
確で
ない
理
由の

一
つ
に 、
説
教の
書
写
又は
転
写
者の
価
値
意
識
が
反
映
し、
結
果
的に
ウ
音

便
が
増
加
し
た乙
と
も 、
い
ち
お
うは
考
えら
れ
る。
し
か
し、
そ
れ
だ
けで

は、
ウ
音
便の多
さ
を
説
明
し
き
れ
な
い。
念
の
た
め
そ
の
率
を
割
引い
て
評

価
す
る
に
し
て
も 、
当
初か
ら
相
当の
ウ
音
便
が
説
教
とい
う
性
格
に
伴
な

い、
改
ま
りの
文
体に
必
要
な
もの
と
し
て
使
わ
れ
た
乙
と
は
疑
い
な
か
ろ

.つ。
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次
に 、
サ
行
四
段につ
い
て
み
る。
乙
乙
で
は、
表5
に
会話
部
と
地の
部

分、
お
よ
び
音
節
数
別
に
し
て
示
し
た。

内守AAMυ

とと
ろ
で、
奥
村三
雄
氏に
よ
れ
ば、
現
代
諸
方
言の
サ
行
イ
音
便
に
関

し、
も
と
も
と
し
に
くい
もの
が
あ
る
と
い
い、
(1)
サ
行
四
段
使
役
辞
な

い
し乙
れ
に
準
ず
る
もの
(「言
わ
す」
「
会
わ
す」
等) 、
(2)
音
節
数の
少

な
い
もの、
特に
二
拍
語
の
内ア
クセ
ン
ト
分
類
で一
類の
語
(「押す」
「
消

す」
等) 、
(3)
長
音
語
(「通
す」
等)
な
ど
を
あ
げ 、
乙
れ
ら
(
特に(1)

(2))
は
京
都
諮に
お
ける
サ
行イ
音
便の
発
生
当
時
から
存
し
た
か
もし
れ

な
い、
と
述べ
て
い
る。
ま
た、
敬
語
も
意
味の
関
係
か
ら
音
便
化
し
に
くい

と
の
説
も
あ
る。
表で
は、
右
の
奥
村
氏の
述べ
る
とと
ろ
を
参
考にこ
の
類

を
別
欄に
入
れ
て
あ
る。
な
お、
右
(1〉
の
場
合、
尾
張で
は
大
部
分が
下

一
段
活
用で
あ
る。



説教記録「お 経 様」 と そ の こ と ば

表5 (サ行四段)
イ ヱ日企= 便 71 非 コ日主二 使 6 3 

地 50 会 話 21 地 51 会 話 12
2 a a 。 a I 0 I u I a 

出 出 出
す す1 す2 5 

話 暮 殺 出 治 話 ほ 遁2 治 殺 返2 話 致 治 で 話 交致 治すす4す か す 3 す 3かす1 す4す1 す2 す11す4 す1 す
かす1 す1す1 す16 4 3す す 3 1 2 5 3 

果ぬと流 致 乙 交延 だ 延
す か わす す ぽ す2す1 ま す

1 1すす 1 す す1 1 
追精

出
の 精

す
出

呼
出

選 精追呼 泣伏出 け り 出 出 出4 す1す1 出 す出す2す1す1 す
す1 

2す2 1 
2 

思 巧 つ 巧 恩 思 聞
暮

す
言

1 

モ百三子
重い み ま み 召

す 3 
い

す
出 足 残す5 す

出
す
出 み

出 す
出

す
出 1 す1 1 

2 1す 1 1 
1 

引 恩言 お 二 お 恩
ず 暮
す

散 遊出 字漢 遊
i い
ま6 り か

以 す
出

3
2 す1 ば 語 ば わ

す +すす
上 1 致

す
6 1 

7 
使役辞 取 らすし聞か 喋ら す1

す1 喋らす1 結取 らす1押合わす1 と
しら えと ら す1
考え合わす1
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表に
よ
れ
ば 、
全
体で
イ

音
便が
や
や
勝
り 、

音
節
数

の
少ない
語
で
も 、
語
種
に

之
しい
乙
と
に
問
題
は
あ
る

が 、
よ
く

音
便
化
し
て
い

る 。
ま
た 、
乙
乙
で
は
音
節

数
を
考
え 、
か
な
り
複
合語

を
認
め
て
処
理
し
た
が 、
そ

れ
で
も
非
音
便
と
音
便
と
に

共
通
語
が
多
く 、
と
の
場
合

も
文
体に
関
わ
る
点
が
強い
と
考
え
ら
れ
る 。
会
話
部
分に
音
便
形
が
現
わ
れ

る
率が
高い
と
と
も
特
色
の一
つ
で
あ
る 。

さ
て 、
酒
落
本で
は
表6
の
よ
うで
あ
る 。
ま
ず 、
甲
群
に
現
わ
れ
る
非
音

便
は 、
実
は
先の
奥
村
氏
の
(1)
を
主
と
し
た
語
が
殆
ど
で
あ
る 。
乙
群で

は 、
と
の
他
に
音
便
形が
期
待
さ
れ
る
語
もか
な
り
ま
じ
る 。
乙
乙
で
そ
の
率

に
変
動が
多い
の
は 、
資
料
性の
問
題
と
遊
星
に
お
け
る
場
面 、
登
場
人
物が

雑
多な乙
と
に
よ
る 。
し
か
し 、
概
し
て
音
便
率
は
低い 。
ζ
れ
に
よ
れ
ば 、

遊
里
を
除
き 、
尾
張
方
言一
般で
は
か
な
り
イ
音
便
化が
盛
ん
で
あっ
たと
と

に
な
る 。
や
は
り
「
お
経
様」
の
非品目
便
形
は 、
意
図
的な
使
用
に
よ
る
可
能

性が
高
く
な
る 。

さ
て 、
「お
経
様」
の
会
話
部
を
み
る
と 、
非
音
便の
現
わ
れ
る
会
話の
主

体は 、
一
例
を
除
き 、
如
来・
金
毘
羅
で 、
重々
しい
口
調
に
傾
く 。

ま乙と《ママ》いふ

とりつい

やラら

O
是
を
真
を
言た
ら 、
是
まで
取
付て
きっ
か
る
奴
等 、
壱
人
も
ない 。

Ill111l
な
り

念い

か忽
はる

も
の

忽
い

「い
ぬら
を
だ
まし
て
成
と
置
た
らば 、
又
ど
う
哉
成
まい
物で
も
無」

ぞ
う

い
ひ

と
思ふ
て 、
ひ
ひ
の
臓
をい
た
め
て 、
言
問せ
置
た
ぞ
よ 。
(
四三)

(サ行四段)
イ音便 | 非音便

(甲) 春 秋 6 1 
図 多 5 l 

傍 意 12 4 
女 楽 7 1 

(乙)指 南 3 8 
駅 客 10 14 
野 圃 1 9 
夢 中 1 12 

表6

一
方 、
イ
音
便の
現
わ
れ
る
例は 、
如
来な
ど
の
例
も
あ
る
が 、
乙
の
場
合

は
くだ
け
た
口
調
が
多
く 、
また
そ
の
倍
が
喜
之
を
は
じ
め
人
間の
例で 、
ζ

の
場
合は
丁
重
な
口
調
に
も
イ
音
便が
使
わ
れ
て
い
る 。

とうはるまで

C
〈
ろう

すヘ
抱つ

O
斯
成
迄
の
如
来
様の
御
苦
労
とい
ふ
は 、
「
女
ゃ
う 、
世が
末に
成て 、

-
hnる
従っ

たびで
町叫い
〈れ

人
気が
悪
う
成
た
に 。
どふ
ぞ
裟
婆へ一
度
出て
話て
呉
ん
か
や
う」 。

忽ん

し

私
は 、
何に
もい
ふ
事
知
らん
で 、
い
や
で
やい
な
ん
し」
(三
二)

乙んぽん

いl明削引叫

あい

O
是
喜
之
が
お
も
ふ
に
は 、
「
今
晩
は
と
ん
だ
所へ
お
出
遊
ひ
た」
と
彼

つ

省もつ
留る

包るほどもっとも

奴が
心で
思て
居が 、
成
程
尤な
事で
ご
ざ
る 。
(六五)

きか
たい

O
(
党
善
|

注 、
喜
之の
側
近)
「
私
は 、
『
人
さ
まに
間せ
度』
がい
つ

げんかけ
めぞっきん

さ低

ぱ
い
で 、
今まで
六
軒
駈づ
り

廻て
参
じ
升た
が 、
何が
お
気に
障
り

・
さは

いたい
haぽへ

升
た 。
あ
な
た
の
お
気に
障る
事 、
致た
覚が
ど
ざ
り
ま
せ
ん」
(三

一一)

後
の
二
例は 、
き
わ
め
て一角
く 、
丁
重
な
敬
語
まで
が
イ
音
便
化
し
て
い
る乙

と
に
注
意
し
た
い 。
以
上
に
よっ
て 、
神の
言に
非品目
使
が
偏るζ
と 、
くだ

け
た
口
調の
場
合に
はと
れ
に
か
か
わ
ら
ず
音
便
化
す
る
乙
と 、
人
聞の
場

合 、
か
な
り
丁
重
な
場
合で
も

音
便
形が
使
わ
れ
ると
と
が
分る 。

次に
地の
部
分
を
み
よ
う 。
といっ
て
も 、
文
語
調
か
ら口
語
調
まで
広い

物
言い
を
含
む
が 、
乙
の
内
非
音
便
形の
場
合は
約
六
割
が
丁
重
さの
窺
え
る

表
現
で
あ
る 。
表5
の
語
を
み
て
も 、
「
致
す」
(談
話
に
下
接
し
た
もの
も
多

いだ

い)
「
思
召
す」
「お:::
遊
ば
す」
「
聞
出
す」
が
あ
る 。
表
現の
上
か
ら
は 、

文
語
調
の
命
令
表
現
と
共
起
し
て
い
る
もの 、

よ〈
F、‘

まほ

とζろgし包りたま

O
能々
此
道
理
お
出り
廻
し
て 、
善心の
志に
成
給へ
や 。
(一
九)

づいぶん

忽ほ

illl111

O
随
分
/\
心
を
直し
て
信
心
を
召
れ
や 。
ご
六)

二
段
活
用
を
伴
う
慣用
的
表
現 、
な
ど
が
多い 。

主ぴだ
わがむ飽きだめ
いた

O
此
方
を
呼
出し
て
我
胸
の
定
と
も
致
さ
う
や
う
に
恩ふ
時は 、
い
つ
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説 教 記録「お 経 様Jとそ の ことば

で
も
心
能
下
りて
話
て
聞
す
る
ぞ
よ。
(四
こ

し
か
し 、
残
る
四
割
ほ
ど
は、
次の
よ
うに
口
語
調
で
か
な
り
く
だ
け
た
表
現

も
み
え、
非
音
便
形
使
用
に
特
別な
理
由
を
見
出せ
な
い 。

信
れ

ひ
ん
金
う
な
る

さ
ま
が
た

O
斯
い
ふ
と
女が
思
ふ
に
は、
「き
ゃ
う
成
ば、
貧
窮
成
お
人
様
方
は、

ど
ふ
でど
ざ
り
升
る」
と
詞
返
し
て
い
ふ
が
なふ 。
(五
二

しゃば

あり

ひ倉

いふ

O
夫
は
裟
婆の
事
で
い
ふ
ぞ
や 。
し
ゃ
ば
の
有
さ
ま
と
引
く
らべ
て
言の

飽

き
め

ζ
う

が、
寝て
も
覚
て
も、
「乙
ん
な
事
かい
の、
:::
敢い
ふ
事
か
い

っ

ただ

〈ら

さる

の」
と
斗
言て、
唯い
ひ
暮
し
て
居 。
(六
五)

親
し
み
あ
る
文
末
詞
「
な
ふ」
と
共
起
す
る
よ
うな
例
も多
い
の
で
あ
る 。

音
便
形の
場
合、
ま
ず
く
だ
け
た
口
調
に
あ
る
こ
と
は
勿
論 、
次の
よ
うな

教
示の
口
調
に
も多
い 。

はた

しまは

O
夫
其
八
万
地
獄の
苦
し
み
を
此
し
ゃ
ば
で
果い
て
仕舞
ね
ば、
如
来
様

そば

の
お
側へ
は
ゆ
け
ん
ぞ
や 。
(四
九)

命
令
表
現
と
共
起
す
る
場
合
は「
しゃ
れ」
「つ
さ
れ」 、
先の
慣
用
句
で
は、

「
話い
て
間せ
る」
と一
段
活
用
が多
い。
し
か
し 、
か
な
り
改
まっ
た
表
現

に
も
音
便
形
が
認
め
ら
れ
るζ
と
は
注
意さ
れ
る 。

併ゆ
が
JL

ほ作惜
し

え
い

ょ
っ

せ
う

叫叫M
・
か

よ
〈
と
〈

O
此
方
は
永々
の
話
は
得せ
ぬ
に
依て、
少々
斗
話
て
閲
す
る
に 、
能
得

どょっめさ
道
召
れ
や 。
(六
五)

と
う
ね
ん

き
い
じ

よ
フ
た
H

B
も

。
〈
易
〈

O
Rヨ
年の
祭
事
につ
き 、
比
女
祭
事
を
かづ
けに
時
民と
思
ひ、
約
束

いたい

おほ

到
た
人々
も多
くご
ざ
るさ
うな 。
(一ニ
四)

前
の
例
は二
段
活
用
や
文語
的
命
令
表
現
の
中に
使
わ
れ 、
後の
例
は丁
重
な

敬
語
形
式
が
音
便
化
す
る
の
で
あ
る 。
い
ず
れ
も
振
仮
名
例
で
あ
る乙
と
に
た

め
ら
い
を
感
ず
る
が、
孤
例
で
は
な
い 。
右
の
事
実
は、
実
は
尾
張
方
言の
イ

音
便
化の
活
発
さ
を
示
唆
す
る
もの
で、
そ
の
点 、
酒
落
本の
様
相
と
も
底
流

に
お
い
て一
致
す
る
こ
と
を
示
し
て
い
よ
う。

と
うみ
る
と、
「
お
経
様」
に
音
便
率
が
相
対
的に
低い
の
は、
と
れ
を
抑

制す
る
意
識
が
はた
ら
い
て
い
た
と
考
え
る
の
が
自
然
だ
ろ
う。
そ
れ
は、
ま

ず
会
話
に
お
け
る
神
の
言・
地の
部
分の
重々
しい
表
現
に
強
く
はた
らい
た

の
で
あ
ろ
う
が、
先の、
特
に
理
由
を
見
出せ
な
い
約
四
割
分の
例
に
ま
で
及

ん
だ
と
推
測さ
れ
る
の
で
あ
る 。
つ
ま
り 、
喜
之
は 、
説
教
を
な
す
上
に
サ
行

イ
音
便
が
い
く
分
不
似
合
な
表
現
性を
伴な
い 、
荘
重
な
表
現
は
勿
論 、
通
常

の
説
明
体
と
し
て
も乙
れ
を
避
け
る
意
識
が
あっ
た
の
で
は
な
い
か。
そ
し

て、
表5
K
よ
れ
ば
会話
部に
音
便
率
が
高
く 、
表6
で
は
遊
里
に
低い
と
と

を
み
る
と、
そ
の
表
現
は
か
な
り
卑
俗
感の
伴な
う
もの
で
はな
かっ
た
か
と

考
え
る
の
で
あ
る 。

以
上、
音
便
につ
い
て
検
討を
加え
て
き
た 。
そ
れ
に
よ
れ
ば、
各
項ご
と

に
程
度の
差
は
あ
る
が、
尾
張
方
言に一
般の
もの
を
基
礎に 、
主
と
し
て
改

まっ
た 、
荘
重
な
表
現
の
た
め
に
他の
形を
窓
図
的に
まじ
え
た
もの
と
認
め

ら
れ
る 。

....... ノ、

と
う
し
た多面
的
状
況
は、
そ
の
他の
語
法面
に
も
現
わ
れ
て
い
る 。
「お

経
様」
の
言語
資
料
と
し
て
の
特
質が
窺
え
そ
うな
もの
につ
い
て、
い
くつ

か
あ
げて
み
よ
う。

ま
ず、
文
語
的な
側面
を
表
わ
す
もの
に 、
例
え
ば、
二
段
活
用、
各
種の

呼
応
表
現
が
あ
る 。
二
段
活
用
は、
特
定の
付
属
語
に
限ら
れ 、
次の
よ
うな

もの
が
頻用
さ
れ
て
い
る 。

O
此
Z
F・
2

注
さ
れ
た
る
事
を
説
間
習

を 、

時叫に
駅
献を
召

れや 。
(一
七)

O
「
夫
はど
ふ
い
ふ
事
でご
ざ
り
升る」
と
女が
思
ふ
が:::(六
五)
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こ
う
し
た
場
合 、
文
詩
的
な
助
詞・
助
動
詞
な
ど
も
現
わ
れ 、
多
く
は
神
の
教

化の
口
調
や
信
者
か
らの
丁
重
な
お
伺い
に
用
い
ら
れ
て
い
る 。
呼
応
表
現

え
い

は 、
「と
そ
||

巳
然
(
連
体)
形」
「
必
ず:::
ぬ(ん)」
「
得:::
ぬ(
ず)」

な
ど
が
多い
が 、
と
れ
も
地の
部
分な
い
し
重々
し
い
口
調
に
偏
る 。

O
其
時は
如
来
様
が 、
「
是ζ
そ
は
天
に
も
地
に
も 、
もふ
是
替
な
き」

ひきう一貯包され

と
お
引
受
被
成
る
ぞ
や 。
(五
三)

おしへ

O
如
来よ
り
思
召
有て 、
追々
と
汝
等
に
仏
法の
道
を
教 、
此
度
は
済
度

K
来た
程
に 。
必
我
子
と
お
もふ
な
や
う 。
(六)

忽
に

き
き
た
い

は
な
い

き
だ
め

え
い
つ
け

O
何
か
関
度
事が
有
と
て
喜
之
に
話た
さ・つ
な
が 、
あ
れ
が
定
を
得
付ぬ

な
ふ 。
(六二)

「ζ
そ」
は
必
ず
し
も
己
然
形で
結ぶ
もの
ば
か
り
で
は
な
い
が 、
そ
れ
な
り

の
呼
応
意
識
は
あ
る 。
以
上
の
文
語
的
要
素
は 、
し
か
し
そ
の
文
末
に
は
多
く

文
末
詞
が
伴
な
い 、
改
ま
り
の
感
じ
を
表
わ
しつ
つ
も
語
り
か
け
の
姿
勢
が

み
え
る 。
ま
た 、
後の
二
例の
よ
う
な
表現
は 、
酒
落
本で
も
次の
よ
う
に
あ

hツ 、
Oつ
ね
んt、
もかh
さ
ん
の
い
わ
ん
す
にハ 、
わ
が
身ハ
う
ま
れっ
き
か

よ
わ
い
に 、
と
ん
なつ
と
め
をさ
せ 、
ほ
ん
に
く
ら
うハ
たへ
まい 。

か
な
ら
ず
身
を
大
事に
し
て 、
は
や
り
か
ぜ
な
ん
ぞ
を
ひ
か
ん
よ
ふ
に

し
て
く
れ 。
(駅
客)

ど
は
た
さ
ま

と
ん
に
ち

省
い
で

ζ
の
ぜ
っ

O
殿
方
様
も
今日
は
よ
ふ
御
出
く
だ
さ
れ
ま
し
た 、
し
か
し
此
節の
あつ

い
つ
ζ
3
lt

さ
で 、
さ
か
な
は一
向ゑ
とh
のへ
ませ
ぬ 、
乙
れ
な
り
と
もお
あ
が

り
下さ
り
ま
せ
(
指
南)

強
め
や
改
まっ
た
表
現
な
ど
に 、
い
く
らか
は
用
い
ら
れ
た
か
と
恩
わ
れ
る 。

口
語
的
な
要
素
は 、
き
わ
め
て
多
くの
もの
が
あ
げ
ら
れ
る 。
必
ず
し
も
同

一
レベ
ル
の
要
素
で
は
な
い
が 、
特
色
あ
る
もの
を
示
し
て
み
よ
う 。

(1)
か
知
らん(ぬ)
や
ら
ど
う
かζ
う
か
八
不
定〉

(2)
ど
うぞ(し
て)

な
ん
と
ぞ
八
希
求・
依
頼〉

(3)

ず
と
〈
接
続
法〉

(4)

て
と
て
八
終
助
詞〉

(5)
の
ふ
ぞ
よ
え
も(
し)

な
ん
し
八
文
末
詞〉

(6)
げ
な
(そ
う
な)
〈
伝
聞・
推
定〉

(7)
(う)
ず
まい(か)

〈
意
志・
推
量〉

(8)
ん(ぬ)

八
打
消V

(9)
サ
変
動
詞
活
用
「せ
る」

(叩)
に
で
八
原
因・
理
由〉

(日)
で
や
〈
断
定〉

い
ず
れ
も
会
話
部
分に
現
わ
れ
る
か 、
地
部
分に
現
わ
れ
て
も口
語
口
調
が
顕

著で
あ
り 、
かっ 、
殆
ど
酒
落
本K
見
出せ
る
もの
ば
か
りで
あ
る 。
分
り
に

く
い
もの
を
中
心
に 、
い
くつ
か
の
例を
示
し
て
み
る 。

ζ
う
忽
る
ま
で

C
〈
ろ
う

すヘ

信
つ

O
斯
成
治の
如
来
様の
御
苦
労
と
い
ふ
は 、
「
女ゃ
う 、
世が
末
に
成て

会

わ
る

信
つ

li

t--illl

た
び
で

は
忽
い

〈
れ

人
気が
悪
う
成
た
に 。
どふ
ぞ
裟
婆へ一
度
出て
話て
呉ん
か
や
う」 。

ー

し

11

111

1Ill

.-

「
私 、
何に
もい
ふ
事
知
らん
で 、
い
や
で
や
い
な
ん
し」「さ
う
言
ず

しやぼ

け口
聞
に
も
部ん
で
も 、
ど
うせ
ん
で
も
え
い
に 。
どふ
ぞ一
度
裟
婆へ

で

〈
れ

出て
呉
ゃ
う 。
(三
二)

あ
ま

い
は

tpi--

tl

え
い

1111111111

O「
余
り
きつ
い
事
を
言ん
し
た
げ
な
で 、
あ
れで
能
か
知
らぬ」
と
恩

省
る

忽
ん

っ
て
居
が 、
何に
も
悪い
事
は
な
い 。
(六
六)

だ

ゆ
〈

oli-­

O
「:::
お
れ
を
裟
婆へ
出
す
と
い
は
っ
せ
る
が 、
『
あ
あ 、
行
と
て

だ

い
は

円マ
マ】
で

い
っ

/\』
お
前
が
出
す
と
言っ
せ
ん
で
も 、
己
が一
人
り
出る」
と
言
た

ら:::(一
四)

O
是
も
どふ
もな
ら
ん
で 、
「
ま
あ 、
愛で
い
っ
そ
死
な
まい
か」
と
て
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説 教 記録「お 経 様」 と そ の と と ば

:・(四
九)

国
語
史の
上
で
は
や
や
古
態
的
要
素の
もの
も多
く 、
と
れ
が
方
言
的
性
格
を

お
び
て
用
い
ら
れ
て
い
る。

と
乙
ろ
で、
「
お
経
様」
に
は、
先の
(6)
以
下の
もの
につ
い
て、
似

た
意
味・
用
法
を
もっ
対
立
的
な
要
素
も
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る。

(6)
「
げ
な」
に
対
し
て
は
「
そ
う
な」
が
あ
る。
「
げ
な」
は
全
て
会
話

部
に
現
わ
れ、
既に
終
止
用
法に
限
ら
れ
る
が、
方
言
的
色
彩の
強い
く
だ
け

た
文
脈
に 、
伝聞
の
意
味で
使
わ
れ
て
い
る。
「そ
う
な」
は
主
と
し
て
地の

部
分に
偏
り、
次の
よ
うに
推
量
や
伝聞
の
意
味で、
「そ
うに」
「
そ
う
な」

な
ど
の
形
で
使
わ
れ
て
い
る。

場。へ

O
あの
茂
兵
衛
とい
ふ
は、
前の
世に
は
此
喜
之
が
親でご
ざ
っ
た。
此

よ

ゃっ

しん

Illi---

女
八
才の
時の
師
走の
廿
六
日
の
夜 、
八
時に
死だ
さ
う
な
が、
其
時

おれ

かぜ
ひい

よはつ

に
あ
れ
が思
ふ
に
は、
「
己
は
此
度風
を
引て
此
や
うに
弱
た
が
此

lilll11111111也a a・

度
は
ど
う
か
死に
剖
引岡田山
ふ
が:::」
(四
八)

と
の
こ
つ
は、
酒
落
本で
は
共に
よ
く
使
わ
れ
る。
(7)
の
「(う)
ず」
に

対
し
て
は
「(よ)
う」
が
あ
る。「(
う)
ず」
は
会話
に
偏
り、
終
止
用
法に

限
ら
れ
る
が、
か
な
り
盛
ん
で
あ
る。
a母
音
に
続
く
と
き
は、
「づ
つ
な
か

ら
あ
ず
が)
(
四一一)
「
死な
ん
し
た
ら
よ
か
ら
ず」
(四一一)
と
開
音
の
形
を

と
ど
め 、
と
れ
が
短
音
化
し
た
例
も
あ
り、
き
わ
め
て
方
言
的
性
格
で
自
在に

用
い
ら
れ
る
。乙

れ
に
対
し 、
「(よ)
う」
は
地の
部
分
に
も
み
え、
酒
落

本
で
も
広
く
用
い
ら
れ、
特に
遊
星
資
料で
は
相
対
的
に
高
率
で
あ
る。
「
ま

い
(か
ご
に
は、
「
有
ら
ま
い
(か
ご
の
よ
う
な
未
然
形
接
続
と
「
有
る

ま
い」
と
終
止
形
接
続
が
あ
り、
前
者
は
会話
に
主
と
し
て
現
わ
れ、
「
ま
い

か」
に
よ
る
勧
誘
法
も
あ
る一
方 、
後
者
は
地の
部
分に
偏
し 、
酒
落
本で

も
き
わ
め
て
少
く 、
固
い
表
現
で
あ
る。
(8)
は
「
ん」
に
対
し
「ぬ」
が

み
ら
れ、
「ぬ」
は「
お
経
様」
で
は
基
調
を
な
し 、
「ん」
は
少
く 、
会話

に
偏
在
す
る
。一

方 、
酒
落
本で
は「ん」
が
普
通
で、
「ぬ」
は
少
数
かっ

丁
重
な
表
現の
場
合
で
あ
る 。
た
だ
し 、
遊
里
資
料で
は、
や
や
「
ぬ」
の
率

が
高
ま
る。
(9)
の
サ
変
活
用
(
単
独
形)
に
は、
終
止
形に
「せ
る」
と

「
す
る」
が
あ
り、
「
お
経
様」
に
も
共
存
す
る
が、
前
者
は
く
だ
けた
会話

花 、
後
者
は
や
や
改
ま
り
が
ちで
地
部
分に
偏
る
。

酒
落
本で
は
「せ
る」
が

多
く 、
「
す
る」
は
少数
で
改
ま
りの
調
子
が多
い。
(7)
は、
「で」
「に」

に
対
し
て
「
に
依っ
て」
「己
然
形+
ば」
「
程に」
な
ど
が
あ
る。
そ
し
て、

前
者の
大
半
が
会話
に
偏
在
す
る
の
に
対
し 、
後
者の
類
は多
い
もの
で
も二

割
が
そ
うで
あ
る
に
すぎ
ず、
地の
部
分に
偏
る。
酒
落
本で
は
「に」
「で」

が
殆
ど
で
あ
り、
他の
形
は
改
ま
りの
意
識
が
強
く 、
上
方
か
ら
の
伝
播に
よ

注
9

る
と
恩
わ
れ、
遊
里
に
偏
り
が
ちで
も
あ
る。
(口)
は
後
述
す
る。

こ
う
し
た
傾
向を
み
て
も
分
る
よ
うに 、
(1)
t(日)
の
もの
は
通
常の

口
語
に
近
く 、
(6)
以
下の
内の
対
立
的
な
形
は
改
ま
りの
感じ
が
強
ま
る

の
で
あ
る。

以
上
の
様
相
は、
次の
こ
と
を
物
語
る
もの
だ
ろ
う。「お
経
様」
に
は、

語
法面
に
おい
て
も多
様
な
要
素が
用
い
ら
れ
て
お
り、
そ
れ
が
場面
や
文
体

の多
様
性に
応
ず
る
か
た
ちで、
一
定の
傾
向を
もっ
て
使い
分
け
ら
れ
て
い

ヲ令、
井」。

七

乙
と
で
は、
以
上
の
考
察を
ふ
ま
え、
「
お
経
様」
が
尾
張
方
言の
ど
の
よ

う
な
側面
を
明
ら
か
に
で
き
る
もの
で
あ
る
か
を、
と
の
方
言の
あ
り
か
た
に

触
れつ
つ
考
え
て
み
よ
う。

前
節
ま
で
の
検
討に
よ
れ
ば、
い
わ
ゆ
る
東
西
言語
の
対
立
か
ら
み
る
と、
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尾
張
方
言
は 、

形
容
詞
は
ウ
音
便 、

否
定
辞
は
「
ん
(
ぬ
こ
が一
般
的
で
上

方
的 、
ハ
行
四
段
動
詞
は
促
音
便
で
関
東
的
様
相
と
な
る 。
断
定
辞
「
で
や」

・
サ
行
四
段
動
詞
イ
音
便
な
ど 、
乙
の
期
の
特
色
を
み
せ
る
も
の
も
あ
っ

て 、

と
れ
と
の
総
合
で
考
え
る
べ
き
で
あ
る
が 、
以
上
の
状
況
は
今
日
の
名
古
屋
地

方
の
そ
れ
に
酷
似
す
る
乙
と
に
な
る 。
ち
な
み
に
言
え
ば 、
乙
の
点 、
各
々
の

項
目
の
境
界
は 、
や
は
り
現
今
の
状
況
に
近
い
可
能
性
も
あ
ろ
う 。
上
方・
関

東
の
両
面
を
複
雑
に
備
え
た
方
言
と
い
う
と
と
に
な
る 。

し
か
し 、
右
の
点
は
酒
落
本
に
よ
っ

て
も
十
分
解
明
可
能
な
も
の
で
あ
っ

て 、
「
お
経
様」
は 、
一
さ
ら
に 、
ζ
れ
ら

諸
要
素
の
表
現
様
式
な
い
し
表
現
態

度
に
関
す
る
多
様
な
位
相
に
つ
い
て 、
手
掛
り
を
与
え
て
く
れ
る
も
の
と
恩
わ

れ
る 。
つ
ま
り
は 、
諸
要
素
が 、
そ
の
表
現
態
度
に
関
し
て
ど
の
よ
う
な
広
さ

と
深
さ
を
も
つ
か
を
語
る
資
料
な
の
で
は
な
い
か 、
と
言
う
こ
と
で
あ
る 。

例
え
ば 、
先
の
音
便
類
に
関
し
て
は 、
次
の
よ
う
に
解
釈
さ
れ
よ
う 。

サ
行
イ
音
便
は
発
現
率
が
比
較
的
低
く 、
し
か
も
会
話
に
偏
り
が
ち
が
あ
っ

た 。
尾
張
方
言
の
口
語
で
は
と
れ
が
か
な
り

盛
ん
で
あ
っ
た
乙
と'
を
考
え
る

と 、
き
わ
め
て
く
だ
け
た
語
感
の
も
の
で
あ
り 、
改
ま
り
の
表
現
を
滞
び
る

や 、
す
ぐ

非主日
便
形
に
替
ら
れ
る
よ
う
な 、
狭
い
領
域
を
担
当
す
る
も
の
で
あ

っ
た
と
と
だ
ろ
う 。
と
れ
が 、
ハ
行
四
段・
形
容
詞
連
用
形
と
な
る
と 、
各

々 、
促
音
便・
ウ
音
便
が
優
勢
で 、
地
の
部
分
に
も
勢
力
が
強
く 、
と
く
に
形

容
詞
の
場
合
は
乙
れ
が
顕
著
で
あ
っ
た 。
そ
し
て 、
各
々
と
れ
と
対
立
的
な
ウ

音
便・
非
音
便
形
の
場
合
は 、
意
図
的
な
改
ま
り
の
効
果
が
感
じ
ら
れ 、
形
容

詞
の
場
合 、
特
に
顕
著
で
あ
っ
た 。
と
の
乙
と
は 、
く
だ
け
た
語
感
か
ら
改
ま

り
ま
で
を 、
ハ
行
促
音
便・
形
容
詞
ウ
音
便
が
担
当
で
き 、
形
容
詞
ウ
音
便
の

場
合 、
特
に
乙
の
領
域
が
広
い
乙
と
を
示
し
て
い
よ
う 。
逆
に
言
え
ば 、
ハ
行

四
段
ウ
音
便・
形
容
詞
非立回
一使
形
と
な
る
に
つ
れ 、
き
わ
め
て
改
ま
り
の
表
現

に
限
ら
れ
て
い
く
の
で
あ
る 。
ラ
行
四
段
は 、
言
う
ま
で
も
な
く 、
促出回
一使
が

く
だ
け
か
ら
改
ま
り
ま
で
の
全
領
域
を
担
当
し 、
非品目
便
形
は 、
既
に
文
語
的

な
も
の 、
と
解
さ
れ
る
の
で
あ
る 。

語
法
に
つ
い
て
も 、
同
様
な
考
え
方
が
で
き
る 。
尾
張
方
言
の 、
最
も
口
語

的
か
つ
方
言
的
な
屈
に
あ
た
る
の
は 、
先
の
(
1)
t(

孔)
の
も
の
で
あ
る 。

乙
れ
は 、
会
話
部
に
現
わ
れ
や
す
く 、
酒
落
本
で
も
そ
の
口
語
性
が
確
か
め
ら

れ
る
も
の
で
あ
っ
た 。
一
方 、
(
6)
以
下
で 、
と
れ
と
対
立
的
な
要
素
は 、

ほ
ほ
乙
の
順
に
方
言
的
色
彩
を
減
退
し 、
や
や
改
ま
り 、
そ
し
て
文
語
的
な
度

合
を
増
し
て
い
く
も
の
と
解
さ
れ
る 。
こ
れ
ら
は 、
(
6)
の
「
そ
う
な」
の

よ
う
に 、
方
言
的
な
「
げ
な」
に
対
立
的
で
は
あ
る
が 、
会
話
部
に
も
い
く
ら

か
現
わ
れ 、
酒
落
本
に
も
見
出
せ
る
も
の
か
ら 、
次
第
に 、
殆
ど
地
の
部
分
に

偏
り 、
酒
落
本
に
も
認
め
が
た
い
か 、
特
別
な
表
現
に
限
ら
れ
る
も
の
へ
と
偏

在
化
す
る
の
で
あ
っ
た 。
そ
し
て 、
と
れ
が
行
き
つ
く
と
乙
ろ
に 、
前
節
初
め

に
示
し
た
二
段
活
用
な
ど
の
文
語
的
要
索
を
置
く
乙
と
が
で
き
よ
う 。
な
お 、

先
の
(
日)
「
で
や」
に
つ
い
て
は 、
活
落
本
に
乙
れ
が一
般
的
で 、
「
じ
ゃ」

「
だ」
は
意
図
的
な
表
現
で
あ
る 。
た
だ 、
遊
里
で
は
「
じ
ゃ」

が
女
郎
居
を

中
心
に
多
い 。
と
乙
ろ
が
「
お
経
様」
で
も 、
殆
ど
「
で
や」

が
支
配
的
な
の

で
あ
る 。
ζ
の
点 、
今
ま
で
扱
っ
た
要
素
と
異
な
る
傾
向
で
あ
る 。
恐
ら
く
喜

之
は 、
「
で
や」

が
尾
張
に一
般
的
で
あ
り 、
か
っ 、

出
自
か
ら
み
て
規
範
的

性
格
の
も
の
で
あ
る
と
認
め
た
の
で
あ
ろ
う 。
「
で
や」
は
広
い
領
域
を
専一

的
に
担
当
す
る
こ
と
に
な
る 。

ζ
の
よ
う
花 、
「
お
経
様」
の
様
相
は 、

単
に
尾
張
方
言
に一
般
的
な
も
の

だ
け
で
な
く 、
そ
れ
と
関
連
す
る
も
の
を
含
む
各
要
素
の 、
く
だ
け
か
ら
改
ま

り
ま
で
の
担
当
領
域
の
微
妙
な
異
な
り
を
語
っ

て
い
る
と関心
わ
れ
る
の
で
あ

る 。
乙
の
考
え
方
に
よ
れ
ば 、
表
現
態
度
の
度
合
に
よ
っ

て
ど
う
い
う
形
の
要
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説教記録 「 お 経 様」 と その と と ば

素が
選
ば
れ
る
か
を
条
件
化
す
る乙
と
も、
原
理
的に
は
可
能
と
な
ろ
う 。

さ
て、
と
うし
た
各
要
素
は、
ま
た、
尾
張
方
言に
お
け
る
使
用
階
層 、
さ

ら
に
は
広
く
近
世
語
に
お
け
る
推
移 、
東
西
言語
に
お
け
る
状
況
といっ
た
面

と
関
連
し、
そと
に
お
け
る
価
値
が 、
直
接・
間
接に
反
映し
た
もの
と
み
ら

れ
る
。

例
え
ば、
立日
使に
関
し
て、
サ
行イ
音
便
が
卑
俗
感
を
伴な
う
方
言
的
語
感

を
もっ
た
と思
わ
れ
るこ
と、
形
容
詞
ウ
音
便
が
改
ま
り
度の
高い
領
域
まで

を
担
当
し、
ハ
行
四
段
促
音
便
はと
れ
に
や
や
劣
り、
時に
ウ
音
便
が
現
わ
れ

が
ち
で
あっ
たこ
と
な
ど
は、
近
隣の
中
央語
で
あ
る
上
方語
の
威
光の
有無

に
よ
る
もの
と
恩
わ
れ
る
。

上
方に
おい
て
は、
サ
行イ
音
便
は既に
衰
退

し、
形
容
詞
は
ウ
音
便
で
尾
張
と
相
似
的
で
あ
る
が 、
ハ
行
四
段の
場
合
は
く

い
ち
が
う 。
乙
うし
て、
改
ま
り
度が
増
す
につ
れ 、
上
方語
に
そ
の
規
範
が

求
め
ら
れ
た
もの
と
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る。

国
語
史の
推
移
の
上
で
は、
「
げ
な」
「(
う)
ず」
「
まい
(か)」
「に」

「で」
(
原
因・
理
由)
な
ど 、
古能面
的
な
もの
が 、
尾
張に
お
け
る
通
常の

口
語
と
し
て
よ
く
現
わ
れ
て
い
る
。一

方 、
乙
れ
と
対
立
的
な、
「そ
うな」

「(よ)
う」
「
程
に」
「に
依っ
て」
な
ど
は、
相
対
的
に
新
た
な
要
素
とい
え

る
もの
で
あ
る。
と
うし
た
もの
が 、
く
だ
け
||
改
ま
り
の
系
列
に 、
ほ
ぽ

対
応
す
る
か
た
ち
で
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る。
た
だ
し、
否
定
辞
「ぬ」
ラ
行

四
段
動
詞の非
音
便
形
な
ど 、
士口
態
で
あっ
て
も既に
文
語
的
で、
し
ば
し
ば

規
範
性を
もつ
もの
はこ
の
限
り
で
な
い。

とと
ろ
で、
時に
触
れ
て
き
た
が 、
乙
うし
た
音
便に
お
け
る
上
方
的
傾

向、
語
法
に
お
け
る
相
対
的に
新た
な
要
素
は、
酒
落
本
で
み
た
よ
うに 、
尾

張に
おい
て
は
遊
里
に
か
な
り
よ
く
認
め
ら
れ
る
。

遊
里
層
は、
主
と
し
て
上

注
凶

方の
要
素
を
い
ち
早
く
受
容す
る
傾
向に
あっ
た
と
考
え
ら
れ
る
が 、
そ
れ
が

尾
張に
お
け
る
改
ま
りの
要
素
と、
し
ば
し
ば一
致
す
る乙
と
は
興
味
深い。

ζ
と
に
は、
尾
張に
お
け
る
庶
民
と
遊
里
と
い
う 、
い
わ
ば
職
業・
階
層に
よ

る
位
相
差
と、
表現
様
式
ない
し
表
現
態
度の
差
異に
よ
る
位
相
差
と
が 、
大

筋に
おい
て一
致
を
み
る
の
で
あ
る。

こ
う
し
た
面
は、
今
後の
研
究
課
題
で
あ
る
が 、
尾
張
方
言の
構
造
的
把
握

の
た
め
に 、
重
要
な
手
掛
り
を
与
え
て
く
れ
る
もの
で
も
あ
ろ
う 。

/\ 

以
上 、
「
お
経
様」
の
資
料
性
を
検
討
し
つ
つ、
そ
の
乙
と
ば
に
つ
い
て
考

え、
尾
張
方
言の
実
情に
つ
い
て
も触
れ
て
み
た。
と
の
資
料
は、
説
教
と
し

て
の
性
格
か
らい
く
ら
か
形
式
化
さ
れ
た
面
を
も
ち
な
が
ら
も、
量の多
い
乙

と、
年
代
も
確
か
で多
様
な
要
素が
認
め
ら
れ 、
言
語
資
料
と
し
て、
今
後
活

用
すべ
き
価
値
の
あ
る
もの
と
思
わ
れ
る。
い
わ
ゆ
る
偲
言な
ど
につ
い
て

も、
豊
富な
もの
が
認
め
ら
れ
る。

近
世
後
期の
尾
張
方言の
資
料
と
して
は、
既に
酒
落
本・
滑
稽
本・
各
種

の
方
言
書
の
類が
い
く
ら
か
見
出さ
れ
て
い
る
が 、
「
お
経
様」
は、
乙
れ
ら

と
異
な
る
性
格
を
備
え
る
もの
と
して、
質・
量
と
もに
そ
の
欠を
補
う
位
置

に
あ
る。
今
後
は、
乙
うし
た
各
種の
資
料の
つ
き
合
わせ
に
よっ
て 、
多
面

的
な
尾
張
方
言の
記
述
が
可
能に
な
る
もの
と岡山
うの
で
あ
る。

注
1

以
下 、

村
上
重
良
氏
の
も
の
は
主
と
し
て
乙
れ
に
よ
る
。

な
お 、

喜
之

の
生
涯
に
つ
い
て
は
不
明
な
点
が
多
い
が 、

熱
田
の
農
家
に
生
ま
れ 、

後

に
尾
張
藩
士
に
奉
公 、

後
半
生
は
一丹
ぴ
熱
閏
に
住
み 、

神
怒
り
に
陥
っ
た

と
い
う 。

乙
の
点
に
つ
い
て
は 、

村
上
氏
の
も
の
の
他 、

水
谷
盛
光
「
嫡

絵
如
来
き
の
覚
書
」
(
名
古
屋
郷
土
文
化

会
「
郷
土
文
化
」

三
一

巻
一
・

二
号)

神
田
秀
雄
「
如
来
教
の
関
教
と
落
政
転
検
期
の
民
衆
窓
識
」
(
「
歴
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史
評
論
」

三
五

こ

を
参
照 。

注
2

中
出
惇
「
近
世
国
語
資
料

刑
部
家
旧
蔵
『
説
教
記
録
』
の
研
究
(
一

ご

(
「
愛
知
大
学
文
学
会
文
学
論
叢
」

第
六
二
続)

注
3

用
例
の
引
用
は 、

東
洋
文
庫
に
従
っ
た
が 、

翻
刻
の
際
に
加
え
ら
れ
た

柿
読
部
分
は
省
い
た

。

そ
の
所
在
は
村
上
氏
の
付
し
た
資
料
番
号
で
示
し

た
。

注
4

以
下 、

用
例
は
仮
名
書
き
・

振
仮
名
部
分
を
対
象
と
し
た

。
「
有
て
」

「
言
て
」

な
ど 、

音
便
化
す
る
か
ど
う
か
分
ら
な
い
も
の
は
対
象
外
で

あ

る
が 、

採
取
例
の
分
布
に
影
響
を
与
え
る
ほ
ど
の
数
は
な
い

。

注
5

本
稿
で
利
用
し
た
尾
猿
の
酒
落
本
は
次
の
も
の
で
あ
る
。

引
用
に
は 、

資
料
名
の
頭
二
字
で
示
し
た

。

甲
群
(
庶
民
層
の
も
の)

春
秋
酒
子
伝

(
党
政
五
)

図
多
好
髭
(
同
一

二
)

女
楽
巻
(
同
一

二
か)

傷
意
紗
(
同

一

三
)

乙
群
(
遊
里
胞
の
も
の)

指
南
車
(
享
和
二
)

駅
客
娼
穿

(
文
化
元)

野
厨
玉
子
(
同
二
)

夢
中
角
庵
戯
言
(
文
政
二
)

乙
れ
ら

の
資
料
性
に
つ
い
て
は 、

拙
稿
「
近
世
尾
張
方
言
研
究
の
資
料
と
方
法
」

(
「
岩
手
大
学
教
育
学
部
研
究
年
報
」

犯
)

で
ふ
れ
た

。

注
6

酒
落
本
に
お
け
る
形
容
詞
連
用
形
・

ハ
行
四
段
・

サ
行
四
段
の
音
便
の

様
相
に
つ
い
て
は 、

注
5
拙
稿
で
ふ
れ
て
あ
る
が 、

く
わ
し
く
は
別
稿
の

予
定
で
あ
る
。

注
7

尾
張
に
お
け
る
庶
民
屑
と
遊
星
屑
の
敬
語
辞
の
差
異
に
つ
い
て
は 、

拙

稿
「
近
世
尾
張
方
言
の
敬
語
辞
を
め
ぐ
っ
て
」
(
「
岩
手
大
学
教
育
学
部
研

究
年
報
」

泊
)

で
述
べ
た

。

注
8

奥
村
三
雄
「
サ
行
イ
音
便
の
消
長
」
(
「
国
語
国
文
」

三
七
巻
一

号)

参

照
。

注
9

乙
の
点
は 、

知
稿
「
近
世
尾
張
方
言
の
原
因
・

理
由
表
現
」
(
「
文
芸
研

究
」

八
九)

で
述
べ
た

。

な
お、

村
上
氏
の
翻
刻
で
は
「
に
」

の
後
に
句

点
が
付
け
ら
れ
て
い
る
が 、

と
の
条
件
句
に
帰
結
句
が
伴
う

場

合
が

多

く 、

読
点
が
適
当
な
場
合
も
あ
る
。

注
刊

と
の
傾
向
は 、

原
因
・

理
由
表
現 、

断
定
辞
「
じ
ゃ

」 、

ハ
行
四
段
ウ

音
使 、

敬
語
辞
な
ど
に
認
め
ら
れ
(
注
5
・
7
・
9
の
拙
稿)

、

尾
張
方

言
に
一

般
的
な
現
象
の
よ
う
で
あ
る
。

(
付
記)

「
お
経
様
」

の
利
用
を

お
許
し
い
た
だ
い
た
一

等
教
団
寄
正
光
氏 、

そ
の
写
真
の
提
供
に
御
協
力
い
た
だ
い
た
村
上
重
良
氏 、

お
よ
び
金
沢
大

学
園
史
研
究
室
(
中
野
節
子
氏)
・

同
図
書
館 、

ま
た 、

刑
部
本
に
つ
い

て
食
重
な
お
教
え
を
い
た
だ
い
た
愛
知
大
学
の
中
出
惇
氏
の
皆
様
に
感
謝

い
た
し
ま
す 。
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